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PRESS RELEASE  2023/6/19      
 

プランクトン生活を送るゴカイ類の生態が明らかに 
～亜熱帯と亜寒帯域の定点における昼夜・季節・鉛直分布の海域間比較～ 

 
ポイント 
・亜熱帯域と亜寒帯域の定点における浮遊性多毛類の昼夜・季節・鉛直分布の海域間比較を実施。 
・浮遊性多毛類の出現個体数、生物量及び群集構造が海域により大きく異なることが判明。 
・浮遊性多毛類群集の海域間差は、海域による光透過性と沈降粒子量の差に関係すると推測。 
 

概要 
北海道大学大学院水産科学研究院の山口 篤准教授の研究グループは、西部北太平洋の亜寒帯域の

定点 K2 と亜熱帯域の定点 S1 において、動物プランクトンとして出現するゴカイ類：浮遊性多毛類
の群集構造の昼夜・季節・鉛直分布を明らかにしました。 
 浮遊性多毛類の属や種数は亜熱帯域の方で多いものの、年平均出現個体数及び生物量は亜熱帯域に
おいて非常に少なくなっていました。群集構造は、亜熱帯域では全ての層を通して肉食性種が優占し、
表層にて出現個体数密度が多くなっていました。一方、亜寒帯域では表層に肉食性種、中層に粒子食
性種が優占し、出現個体数は中層の約 300mで多くなっていました。浮遊性多毛類群集の海域間差は、
亜熱帯域では視覚捕食しやすさの指標である光透過性が高いことや、亜寒帯域では深海への沈降粒子
量が多いことに関係すると考えられます。 
本研究は、これまで知見の乏しかった浮遊性多毛類の生態を、亜熱帯域と亜寒帯域の 2海域で明ら

かにしたもので、西部北太平洋の表層から深海におよぶ海洋生態系の理解を深める重要な知見です。 
なお、本研究成果は、2023年 6月 13日（火）に Journal of Plankton Research誌でオンライン掲

載されました。 
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西部北太平洋亜寒帯域の定点 K2
（上）と亜熱帯域の定点 S1（下）
における、浮遊性多毛類の出現個
体数（左）、生物量（中）及び、
出現個体数に占める食性の異な
る各種の種組成（右）の鉛直分布。 
 出現個体数は亜寒帯域では水
深 300 m 付近にて高く、生物量
は亜寒帯域にて常に多く、種組成
は亜寒帯域では表層と深海で、優
占種が変わるのに対し、亜熱帯域
では全層を通して肉食性種が優
占。 



 2 / 4 

【背景】 
水中で終生浮遊生活をおくる浮遊性多毛類の仲間は、全世界の海洋に、表層から深海まで出現します。

浮遊性多毛類の食性は幅広く、上層から落ちてくる沈降粒子を捕集して食べる粒子食性種や、他の小型
動物プランクトンを餌とする肉食性種までを含みます。しかし、各食性の種がどの海域に優占するのか、
またそれらの鉛直分布に関する知見はほとんどありませんでした。西部北太平洋には、海洋研究開発機
構の長期時系列観測点として、亜寒帯域の定点 K2と亜熱帯域の定点 S1があります（図 1）。定点 K2/S1
の観測により、亜寒帯域と亜熱帯域における様々な海洋環境比較研究が行われていますが、浮遊性多毛
類に関する知見は未だ断片的なものでした。本研究は亜熱帯域の定点 S1 において、昼夜・4 季節を通
して、水深 1,000m までを鉛直区分採集された動物プランクトン試料中に出現した浮遊性多毛類の出現
個体数、生物量及び群集構造を明らかにしました。また、この亜熱帯定点における結果を、本研究グル
ープが先に報告した亜寒帯域の定点 K2における結果（Amei et al. 2021）と比較することにより、海域
毎の特徴を明らかにしました。 
 
【研究手法】 

2010 年 11 月、2011 年 2 月、5 月及び 7 月に、西部北太平洋亜熱帯域の定点 S1 において、水深 0‒
1,000m 間を 8層に分けた、昼夜鉛直区分採集を行いました。採集試料は 4%中性ホルマリン海水で固定
しました。陸上実験室にて、試料中より浮遊性多毛類を種毎に計数・ソートして、湿重量を測定しまし
た。浮遊性多毛類の浮遊性多毛類の群集構造はクラスター解析を行い、各群集の出現水深や季節を明ら
かにしました。得られた結果は、同時期に同じ方法で採集及び解析された、西部北太平洋亜寒帯域の定
点 K2 における結果と比較を行い、各海域における浮遊性多毛類の群集構造の特徴を明らかにし、その
海域差の要因について考察を行いました。 

 
【研究成果】 
 浮遊性多毛類の出現した属や種数は定点 S1 の方が多く、年平均出現個体数及び年平均バイオマスは
定点 K2 の方が非常に多くなっていました。これは両海域の生産量に関係した結果で、他の動物プラン
クトン分類群においても報告されています。定点 S1 では肉食性の浮遊性多毛類が全ての層を通して優
占し、深度が増すにつれてその出現個体数は急速に減少していました。一方、定点 K2 では、出現個体
数は水深 300 m付近で最大となり、深海では粒子食性種が優占するのが特徴的でした（p1.図）。亜寒帯
域の定点 K2 では、深海への沈降粒子輸送量が多いため、深海にて粒子食性種が優占すると考えられま
した。海域によりその様相は異なるものの、浮遊性多毛類群集は鉛直的に異なり（図 2）、両海域におい
て浮遊性多毛類の群集分けに最も大きな影響を及ぼす要因は、共に水深となっていました（図 3）。 
 
【今後への期待】 
本研究で得られた浮遊性多毛類の生態の海域間差は、西部北太平洋における亜寒帯域と亜熱帯域にお

ける海洋の食物網構造や物質循環を理解するために欠かすことのできない、基礎的な知見として重要な
ものです。今後はこれらの情報を他の海域と比較することにより、海洋食物網構造や物質循環に関する
理解が深まることが期待されます。 
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【参考図】 

 
図 1．本研究で用いた試料の採集点。亜寒帯定点 K2と亜熱帯定点 S1。 
 

 
図 2．亜熱帯定点 S1における浮遊性多毛類群集のクラスター解析の結果（左）。群集 A～Fの 6つに
分けられた。各群集に与える環境要因の影響（右）。水深（Dep.）が大きな影響を持っていた。 

 
図 3．亜熱帯定点 S1 における浮遊性多毛類群集（A～F）の見られた水深、昼夜及び季節変化。水深
により大きく分かれた。 
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